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   Ultrasonography in u sector scanner at real time was performed on the normal kidneys of 126 
males and 101 females up to 12 years of age including infants. 
   The growth of the kidneys was well correlated with the age, height and body weight, but the 
following findings of the kidney length were obtained when the male and female kidneys were 
measured in a comprehensive manner. 
  1) y (mm) = 2.987 x age + 55.029 with 0.864 correlation coefficient and less than 1 i'o risk rate 
     showed a positive correlation with the age. 
  2) y (mm) = 0.407 x height + 28.045 with 0.879 correlation coefficient and less than I% risk 
     rate showed a positive correlation with the height. 
  3) y (mm) = 0.949 x body weight + 50.904 with 0.878 correlation coefficient and less than I % 
     risk rate showed a positive correlation with the body weight. 
   No difference was recognized between both sexes and the right and left kidneys of infants and 
school students in their kidney length and thickness.











健康児であるとの判定は,乳 児検診,尿 検査,生 化学
的検査などの判定結果を参考にした.対 象児の年齢分























Total izs 101 227
対象 と計測法
検査対象児は,生 後iヵ 月より12歳 未満の健康児
で,両 腎が超音波断層像上正常と診断された男児126
例,女 児10]例 の合計227例,445腎 を対象腎とした.
計 測 装 置 は,ア ロ ヵ製SSD300Mechanicalsector
scannerで,探 触 子 は3MHz,ブ ラ ウ ン管 画面 の 最
大 径 は14cmで,映 像 され た 超 音 波 断層 像 よ り,腎




を同一状況下で走査 した.し かし,こ の体位の持続が
不可能な場合は,被 検児を抱いた状態で背部より走査
した.
検査対象児227例 を5段 階(Table1)に 年齢 区分




























































す な わ ち,生 後iヵ 月 まで の 乳 児(32例)の 左 右 腎
長 径 の 平 均値 は,50.2±7.2mmで,厚 径 は,26.2±
5.2mmで あ った.そ の 後,加 齢 と と もに 発 育 し,9
歳 よ り12歳 未 満 の学 童 児(63例)で は,各 々88.4±
9。9mm,39.0±4.7mmとな り,こ の 間 に顕 著 な腎 の
発 育 が み られ た.
次 に,男 女 児総 数 の 腎長 径 と厚 径 の 年 齢 との相 関を
み る と,長 径 で は 回帰 直 線y(mm)=2.987x+55。029,
相 関 係 数0.as4,危 険 率1%以 下 で 正 の 相 関 が み ら
れ た(Fig.1).ま た 厚 径 で も,y(mm)=1,052x十
26.zsi,相 関係 数0.719,危 険 率1%以 下 で 年齢 と正
































次 に,男 女 別 に 腎 の 大 き さを 検 討 した.
2.正 常 乳 幼 ・学 童 男 児 の 腎 計 測 値
男児126例 に つ い て 左右 腎長 径 と厚 径 を 計 測 した
(Table3).生 後1ヵ 月 まで の 乳 児(17例)の 左 腎 は,
長 径51.6±7.8mm,厚 径26.0±5.4mm,右 腎 は,長
径50.0±7.Omm,厚 径21.0±5.6mmで あ った.そ
の 後 次 第 に 腎 は発 育 して9歳 よ り12歳 未 満 児(37例)
で は,左 腎 は長 径86.3±8.7mm,厚 径39,9±4.4mm,























































































育 した.こ れ ら各 年齢 区 分 の うち,生 後iヵ 月 ま で
と,1ヵ 月以 上 よ り1歳 未 満 まで の 両 腎 の長 径 の発 育
差 は,4mm程 度 で あ った が,そ の 後 の各 年 齢 区 分 で
は約10mm程 度 の増 加 が み られ た.5歳 よ り9歳 未
満 児 と9歳 よ り12歳 未 満 児 との 間 で,と く に 顕 著 な
長 径 の発 育 が み られ た.厚 径 で は長 径 の発 育 とは 異 な
り,著 明な 発 育 を示 す 区 分 は 認め られ な か った.各 年
齢 区分 別 の 左右 差に は,統 計学 的 有 意 差 を 認 め な か っ
た.
3.正 常 乳幼 ・学 童 女 児 の 腎計 測 値
女 児101例 に つ い て 左右 腎 の長 径 と厚 径 を 計 測 した
(Table4).生 後1ヵ 月 ま で の 乳 児(15例)の 左 腎 の
長 径,厚 径 は,各lt49.8±6.7mm,26.0±5.1mm,
右 腎 の長 径,厚 径 は,各!z49.1±7.9mm,25,8±4,9
mmで あ った が,そ の 後次 第 に発 育 し,9歳 よ り12
歳 未 満 まで(26例)の 左 腎 は,長 径91.7±11,4mm,
厚 径40.2±5.6mm,右 腎 は,長 径90.5±9.6mm,厚
径38,1±4,8mmと 加 齢 と と もに発 育 した.左 右 腎長
径 の各 年 齢 区分 別 発 育 差 は,1ヵ 月 ま で と1歳 まで
は,8～9mmで,そ の 後 の 区分 で は,6～8mm,9～10
mm,16～18mmと 発 育 し,9歳 よ り12歳 ま で の 間
が,と くに著 しい 発 育 を示 した.厚 径 の発 育 差 は,男
児 と同様,9歳 よ り12歳 ま での 間 に 著 明 な発 育を 認 め
た.
以上,男 女 別 に観 察 した が,こ れ ら男女 乳幼 ・学 童
児(227例)の 左右 長 径 の差 が,10mm以 上 を 示 した
症 例は,17例(約9%)で,左 腎が 右 腎 よ り大 きい 症
例 が13例(♂8例,♀5例),右 腎 が 左 腎 よ り大 きい
症 例 が4例(♂2例,♀2例)あ った.し か し,各 年
齢 区 分別 長 径,厚 径 値 の 有意 差検 定 では 男 女 差,左 右
差 と もに 有 意 差 を認 め な か った.
皿.腎 長 径,厚 径 と身長 との 関係
正常 乳幼 ・学 童 男 児(126例)の 年 齢 区分 別 平 均 身
長 は,1ヵ 月 ま で は,55・17±1・84cmで あ った が そ




















12.52cmと な った.他 方,女 児(101例)の 年 齢 区 分
別 平 均 身 長 は,1ヵ 月 ま で は,54.46±2.26cmで あ
った が,9歳 よ り12歳 児 に な る と,147.76±9.02cm
と伸長 した(Table5).年 齢 区分 別 発 育 差 は,男 女
児 と もに1歳 以 後9歳 まで の 区 分 で は,21～29cm
程 度 で あ った が,9歳 か ら12歳 の 間 に 女 児 の 発 育 が顕
著 で あ った.腎 長 径 と身長 との 相 関 は,男 児 で は,
y(mm)=0,392x十28.831,相関 係 数0.866,危 険 率 豆
%以 下 とな り(Fig.3),女 児 で は,y(mm)=0.432x
十26.667,相 関係 数0.898,危 険 率1%以 下 と 高 い 相
関 を認 め た(F玉g,4).ま た,腎 厚 径 と身 長 と の 関 係
を み る と,男 児 で は,y(mm)=0.135x十17.474,相






































































0.707,危 険 率1%以 下 で 相 関 を認 め た.
皿.腎 長 径,厚 径 と体 重 との 関 係
男 児126例 の 年 齢区 分 別 平 均 体 重 は,iヵ 月 ま で
4.64±0.70kgで あ った が,そ の 後 次 第 に増 加 し,9
歳 か ら12歳 に な る と38.95±8.98kgに 増 加 した ・ 一
方,女 児101例 の 年齢 区分 別 平 均 体 重 は,一 ヵ 月 まで
は,4.26±0.45kgで あ った が,9歳 か ら12歳 に な る
と42.86± 正0.58kgに 増 加 した(Table6)・ 各年 齢 区
分 の 体 重増 加 は 乳 幼 児 で は3～5kg,低 学 童 児 で は
7～8kgで あ った が 高 学 童 児 で は,17～23kgと な
り,女 児 に お い て顕 著 で あ った.次 に,腎 長 径 と体 重
と の相 関 を 調 べ た.男 児 で は,y(mm)-o・945x十
50.843,相 関係 数o.863,危 険 率1%以 下,女 児 はy
(mm)=0.954x+50.990,相関 係数0.894,危 険 率1%
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y(mm)-o.143x十16.956,相関 係 数0・721,危 険 率1
%以 下 で相 関 を認 め た(Fig.6).以 上 の 結 果 よ り,
正 常 乳 幼 。学 童 児(男 ・女)の 包 括 的計 測 の 腎 長 径 と
身長 との 関係 は,y(mm)=0,407x十28.045とな り,
相 関 係 数0.879,危 険 率1%以 下 とな り,厚 径 と身長
との 関 係 は,y(mm)=0.139x十17.261で,相関 係 数
2040㎏Bodywgi帥t
Tig.7.Kidneylengthandbodyweight(male)
一 方 ,腎 厚 径 と体 重 との 関 係 は,男 児 はy(mm)
-o.348x+24.631,相 関 係 数0.735,危 険 率1%以 下,
女 児 で はy(mm)-o.341x+24.537,相関 係数0.773,
危 険 率1%以 下 とな り相 関 を認 め た(Fig.9,io).
以 上 よ り 正常 乳幼 ・学 童 児(男 ・女)の 包 括 的 計
測 の腎 長 径 と 体 重 と の 関 係 は,y(mm)=0,949x十






















































































径 と体 重 との 関 係 は,y(m・n)=0.345x+24.592,相関










(1938)に 始まり,そ の後,多 数の報告がなされてい
るがtzas),乳 幼 ・学童児に関する代表的な報告 は,
Hodson16)(1962)の 報告である.
超音波学的腎計測に関 しては,Leopold5)(1970)
が最初で,そ の後,4～5の 報告 があ るが1+-21),こ
れらの報告はいずれ も成人の腎を対象とした報告で,
乳幼 ・学童児の腎計測に関す る報告 は,Haugstved






生体腎は,多 量の血液が還流し,機 能 して いるの
で,屍 体腎と生体腎間には計測値に差がある.
レントゲン学的計測にも多くの問題点が ある.通
常,腎 計測には腹部 単純撮 影(KUB),IVP時 の
nephrogram,Rlrenoscintigramな どが利用される











































(1963)n=10 n=82 n=126n=64 n=68






に よる 測定(1・yons1972)3。)が 推 賞 され て いた が,
realtimeultrasonotomographyが登 場 して か らは
専 らこ の機 器 が 使 用 され る よ うに な った.
実 際 に,正 常 腎超 音 波 計 測 結 果 を 発 表 した の は,
Haugstvedt&Lundbergであ る こ とは 前 述 した.
彼 らは,greyscaleのscanconverterを用 い0歳
か ら16歳 まで の 男 児30例,女 児16例,合 計46例 の 乳
幼 ・学 童 児 に つ い て,男 女 例 を 包 括 的 に計 測 し,腎 長
径 以外 に 皮 膚 よ り腎 まで の深 さ,腎 の 中心 位,厚 径,
横 径Y`つ い て も 計 測 した.Haugstvedtら,Rosen-
Baumら の測 定 値 と著 老 の 測定 結 果 を 比 較 す る と,
Table7の ごと く な る.す な わ ち,1歳 以下 乳 幼 児
の長 径,厚 径 値 は ほ ぼ 著者 の測 定 値 と 同等 の数 値 を 示
して い る が,1歳 以 上 では,彼 らの 数値 が,著 老 の 測
定値 よ り高値 を 示 して い る.さ らに,Haugstvedtら
は,乳 幼 児 に お け る 腎 の長 径 計 測値 に,性 差 はみ られ
な い が,加 齢 と と もに,身 長 に 比例 して増 大 す る と述
べ,腎 長 径 と年 齢 との 回帰 直 線 は,y(mm)=3.1x十
60.6で あ り,腎 長 径 と身 長 との 関 係 は,y(mm)e
O.42x+33.7と 記 載 して い る。 著 者 の結 果 も,各 々,
y(mm)=2.987x十55.029,y(mm)=0.407x-f-28.045
とほ ぼ 同等 の 回帰 直 線 を え た.平 田3D(1979)に よれ
ば,男 児 の出 生 時 は,日 米 両 国 児 間 に 身長 差 が ほ とん
どな く,加 齢 に従 い,米 国 児 の 身長 は 日本 児 よ り高値
を示 す と述 べ,女 児 で は,男 児 ほ ど顕 著 な 差 は な い
が,同 一傾 向 に あ り,体 重 に つ い て も,同 様 で あ った
と報 告 して い る こ とか ら,Haugstvedtら の値 と著 者
の 測定 値 との 差 は,欧 米 人 と 日本 人 間 に存 在 す る体 格
差 に起 因 す る もの と思わ れ た.一 方,Haugstvedtら
は,腎 の計 測値 に 左右 差 が 有 る と記載 し,左 腎は 右 腎
よ り長 い と報 告 して い るが,著 者 の 計 測結 果 か らは,
左 右 差 は 認 め られ なか った,こ の 相違 は,彼 らの 対 象
数 が,46例 と少 数 で あ った こ とに起 因す る も の と考 え
られ た.
結 語
生 後1ヵ 月 よ り12歳 未満 ま で の 男児its例,女 児101
例(計227例)を5段 階 に 年 齢 区分 し超 音 波 に よ る腎
計 測 を 行 い 次 の 結果 を得 た.
1)腎 の長 径 は 加 齢 と と も に 発 育 しy(mm)=
2.987x十55.029,相 関係 数0.864,危 険 率 く0.01,身 長
とは,y(mm)=0.407x+28.045,相関 係 数0.879,危
険 率く0.01,体 重 と はy(mm)=0.949x十50.904,相
関 係数0,878,危 険率 くo.oiの 関 係 が成 立 し,正 の 相
関 を認 め た.
2)腎 の厚 径 と年 齢 と の 関 係 はy(mm)=1.052x
+26.261,相 関 係 数0.719,危 険 率 く0.01,身 長 と は
y(mm)=0.139x+17.261,相関 係 数0.707,危 険 率 く
0.01,体 重 とはy(皿m)=0.345x十24.592,相関 係 数
0.754,危 険 率 く0.Olの 関 係 が 成 立 し,正 の相 関 を 認
め た 。
3)正 常 腎 の超 音 波 計 測値 には,性 差,左 右 差 は 認
め られ な か った.
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